
令和 7年 4月 11日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

・関数には初めて触れるのでわからない点が多く難しかった。少しでも出来たところがあってよかったができてない点が多いので振り返り練習出来たらいいなと思う。

・自分も自分の障害を通して、社会福祉の分野に興味を持つようになりました。また、私の場合は演劇と障害を繋げられないかなと思っています。

・病歴が似ていて共感するところが多くあった。仕事へのモチベーションや不安への思考が似ているところがあって参考になった。今は就職を目指しているが、ほかの

道もあるんだと安心した。

連携先企業（担当者） 株式会社Kaien：池田宏治

利用者からの意見・評価

電話番号 092-710-6522 対象年度 令和６年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施

概要：各種講座および交流会						

活動場所：自事業所/オンライン

実施日程：

2024年…5/11、11/15、11/23、12/6、12/13、12/14、12/28

2025年…1/10、1/11、1/15、1/16、1/20、1/22、1/24、1/25、1/27、

1/29、2/3、2/7、2/10、2/14、2/15、2/17、2/21、2/28、3/1、3/3、3/5、

3/7、3/10、3/12、3/14、3/15、3/17、3/19、3/20、3/21、3/24、3/26、

3/28、3/31	

			

利用者数：16名

サンクスラボの福祉サービスを使ったのちに就職した利用者の話を聴く場を作るこ

とで、利用前・利用後のビフォーアフター、就職活度の進め方、就職先でのリアル

なお仕事事情など生の情報に触れ、実際の就業イメージをつけていただくこと。こ

れにより「自分も一般就労できるかも！」と感じていただき、機運を高めることに

繋げること。

就労に対して前向きな気持ちになる利用者や、実際に就労されている方の就労前後

のお話を聞いたことで、本人がすべきことも明確になっている。

また、就労に対してポジティブなイメージが持ている。

活動に関して、就労意欲アンケートを3月より取得開始をしており、今後も定点観

測し、利用者の測定を行う。

・就職後の利用者による体験談を共有する場を設け、生の情報に触れる機会を継続しています。

・弊社就労移行支援でも地域の支援機関と連携しながら上記プログラムを行っております。

・成果に記載いただいているように、このプログラムで多くの利用者が一般就労への意欲を高めています。

・オンライン参加の課題については共有しており、改善に向けた工夫を行っていきます。

住　所
福岡県福岡市博多区博多駅前2-6-15

オクターブ博多駅前ビル2B
管理者名 森　匡

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 サンクスラボ・博多オフィス 事業所番号 4010101048

様式２ー３


